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佳作

　私は家族の中で長女として生まれました。幼い頃か
ら、私の人生には本来よりも早く多くの責任が訪れてい
ました。まだ小さい頃に、父が亡くなりました。そのと
き私は、まだ「別れ」の意味をはっきり理解していませ
んでしたが、大切な何かが失われたことを感じていまし
た。その頃、妹はまだ赤ちゃんでした。何が起きている
のかも分からない年齢でした。母は私たちにとって唯一
頼れる存在になりました。私はまだ子どもでしたが、自
分のためだけでなく、母や妹のためにも強くならなけれ
ばならないと感じ始めました。
　父が亡くなった後の毎日はとても大変でした。母が一
人で家事をし、赤ちゃんの妹の世話をしながら、私たち
の生活を支えている姿を見ていました。私もできること
を手伝い始めましたが、まだ自分自身も助けが必要な年
齢でした。
　それでも少しずつ、家族のために役に立ちたいと思う
ようになりました。
　数年後、母は再婚しました。最初は戸惑いや不安もあ
りましたが、母の気持ちを理解しようと努めました。新
しい父は私たちに優しく接し、少しずつ信頼できる存在

になっていきました。その後、弟や妹たちも生まれ、家
族はにぎやかになりました。私は長女としての責任がさ
らに大きくなり、弟や妹たちの支えになることが当たり
前になっていきました。そして私は、日本へ行くという
大きなチャンスをつかみ、より良い未来を目指すことに
なりました。日本では、生活や自立、そして努力するこ
との大切さを学びました。
　しかしその最中、再び悲しい知らせが届きました。継
父が亡くなったのです。まるで時間が止まったように感
じました。しかし遠く離れていたため、すぐに帰国する
ことはできませんでした。罪悪感や悲しみ、そして喪失
感が一度に押し寄せました。
　私は二度目の「父との別れ」を経験することになりま
した。
　彼は私の心の中で大きな存在となり、家族の空白を埋
めてくれていました。その思い出は、今では大切である
と同時につらいものでもあります。私はただ涙をこらえ
ることしかできませんでした。母が再び悲しみに直面し
ているそばにいてあげることも、弟や妹を抱きしめるこ
ともできませんでした。そのとき、心から「遠くにいる」
ということの意味を感じました。しかしその悲しみの中
で、私は立ち止まってはいけないと気づきました。家族
のために、強くあり続けなければなりません。今、私は
自分の人生が多くの別れと責任によって形作られてきた
ことを理解しています。そして、愛は長い時間だけでは
なく、短い時間でも深い痕を残すことを学びました。長
女として、私は母を誇りに思ってもらえるように、弟や
妹を守り、頼られる存在でありたいです。これからも希
望を持って前に進み続けます。多くのものを失ったとし
ても、未来へ進む目標だけは失わずに生きていきます。
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別れは終わりではなく、愛のかたちを変えるだけ

　私は英語学科を卒業しました。教育は人生を変える道
だと思います。だから、卒業した後、私は自分の町で英
語の先生になりました。私はいつも楽しくて分かりやす
い方法で授業をしました。生徒たちは私の授業が好きで
す。
　私はよく生徒たちに言いました。「英語はただの授業
ではありません。でも、世界を見るための窓です。」
　しかし、その言葉の裏で、私はまだ本当に世界を見て
いないように感じていました。給料は少なく生活費はと
ても高かったです。私は心の中で「このままずっと同じ
生活なのだろうか。」と考え始めました。
　その答えは日本でかいごの仕事をしているいとこから
来ました。いとこは日本での生活や本当のチヤンスにつ
いて、よく話してくれました。
　それから、私はモチベーションがあがりました。両親
を幸せにしなければならない。授業が終わって家に帰っ
ても、すぐに休みませんでした。私は一人で日本語の文
字をゼロから勉強しました。ひらがなやカタカナそして
難しい漢字まで覚えました。
　前は「本当に日本へいけるのかな。」と不安になるこ
ともありました。でも、両親はいつも支えてくれました。

「きっとできるよ。」と言ってくれました。その時から、
私は自分に約束しました。あきらめずに頑張って、この
夢を必ず続けました。
　そして、私の努力は報われました。私は容易ではない
手順をふんで、私は日本で働くことができるようにな
り、これまでの努力や疲れ、そして、不安がやっと報わ
れました。
　初めて日本に来ました。冷たい空気が私をむかえて町
のライトは明るく輝いていました。すべてがとてもち
がって感じました。
　しかし、日本での毎日はいつも簡単ではありませんで
した。新しい文化やちがう言葉、そして、速い仕事のリ
ズムに慣れなければなりませんでした。時には寂しさや
疲れを感じて帰りたくなることもありました。
　あきらめたくなるたびに、私はなぜ始めたのかを思い
出しました。もっと学んでもっとよく働いて、そして前
よりも強い人間になりました。
　今、私はもう英語の先生ではありません。しかし、日
本の生活の一部になりました。これは、昔は SNS でし
か見ることができなかった日本です。今は、その日本を
自分の目で直接見ることができます。
　夢は自分で行動しなければ、かなえられません。そし
て、日本の空の下で、小さな町の先生が、夢は決して遠
くないと証明しました。勇気を出して一歩を踏み出せ
ば、夢はきっと近くにあります。
　みなさん、あきらめずに頑張り続けてください。夢見
ている未来は、あなたを待っていて、そのために努力す
る価値があります。
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日本で夢を叶えた英語講師




